
(57)【要約】

【課題】この発明は電子制御式中速中型４ストロークデ

ィーゼル機関の吸気弁、排気弁の作動状態表を把握する

ものであり、運転を迅速かつ確実にするものである。

【解決手段】電子制御式中速中型４ストロークディーゼ

ル機関の吸気弁、排気弁作動機構の一つである押棒に注

目して、その動きを吸気弁・排気弁作動状態表示装置に

より、吸気弁、排気弁の揚程曲線として表示し、作動状

態を把握した。更に一回毎の吸気弁、排気弁の揚程曲線

はクランク角度に対してバラツキがあるため、吸気弁、

排気弁が全閉状態から全開状態あるいは全開状態から全

閉状態の間に中間点を決め、この中間点のクランク角度

を複数回サンプリングしたものを平均し、予め求めた補

正値を加減して吸気弁、排気弁の開閉時期として数値表

示した。この表示は安定しているため、この指示により

運転を迅速かつ確実にする事ができた。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　押棒１の一部を円錐状に加工した検出ピ

ース２，渦電流変位計３， ＡＤ変換ボード４、パソコ

ン５、ディスプレ６で構成し、ロータリーエンコーダ７

の信号を受けクランク軸８と同期させディスプレ上に吸

気弁１３、排気弁の揚程曲線１４を表示する電子制御式

中速中型４ストロークディーゼル機関の吸気弁・排気弁

作動状態表示装置。

【請求項２】　吸気弁、排気弁の全閉状態１５から全開

状態１６あるいは全開状態から全閉状態の間の中間点Ａ

１７、中間点Ｂ１８が示すクランク角度１９を複数回測

定し、統計処理した値にあらかじめ求めた補正値Ａ２

０，補正値Ｂ２１を加減して吸気弁、排気弁の開閉時期

２４、２５をディスプレ上に数値表示する平均化した吸

気弁・排気弁開閉時期の表示方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】中速中型４ストロークディーゼル

機関の電子制御化は、吸気弁、排気弁の開閉時期が自由

に変更できるので、より高い熱効率の実現が可能とな

る。しかし、この実現には適切な開閉時期の選定が必要

である。

【０００２】

【従来の技術】従来の４ストロークディーゼル機関では

吸気弁、排気弁はカム駆動であり機械的に同期されてい

るため、機関回転の変化に関わらず一定であり、吸気弁

・排気弁の作動状態の表示は必要ではなかった。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】電子制御化４ストロー

クディーゼル機関は、従来のカム駆動方式と異なり、電

気的な設定だけでは吸気弁、排気弁の開閉時期は一定し

ない。即ち、制御器９から電気信号が出て、吸気弁、排

気弁用電磁弁１０が作動し、吸気弁、排気弁用油圧シリ

ンダ１１、弁腕１２、押棒を介し、実際に吸気弁、排気

弁が作動するまでにはある遅れがある。このため、機関

の回転数により開閉時期は一定しない。従って、何らか

の方法で開閉時期を確認する必要がある。

【０００４】制御器から電気信号が出て、実際に吸気

弁、排気弁が作動を始めるまでのある遅れには時間的な

バラツキも含む。従って、機関の回転数が一定でも開閉

時期にはバラツキを生じ、制御器での適切な設定が困難

となる。

【０００５】

【課題を解決するための手段】吸気弁、排気弁の開閉時

期の確認の問題を解決するため、押棒に注目した。即

ち、吸気弁、排気弁は弁腕を介して、押棒で作動される

ため、押棒の動きから、吸気弁、排気弁の動きを検出で

きる。これとクランク軸の動きと同期させれば、それぞ

れの揚程曲線として表示できる。そして、揚程曲線か

ら、それぞれの開閉時期の確認が可能となる。

【０００６】適切な吸気弁、排気弁の開閉時期設定が困

難であることを解決するため、揚程曲線の形状は一定し

ていることに注目した。直接、それぞれの揚程曲線から

パソコンで、開閉時期を読みとることは難しいが、ある

一転を特定することは可能である。この一点を複数回測

定し、これを平均化すればバラツキの影響を排除でき

る。そして、あらかじめ、ある一点から開閉時期間での

変位を補正値として求め、この補正値を加減すれば、安

定した表示が得られ、適切な開閉時期の設定が可能にな

る。

【０００７】ここでは吸気弁、排気弁を吸気弁で代表さ

せ説明を行う。吸気弁の作動状態は、押棒の一部を円錐

状に加工し、検出ピースを設ける。この検出ピースから

一定距離を置き渦電流式変位計を固定する。押棒は垂直

方向の往復を繰り返し、両者の間隙は変化し、それに比

例した電圧信号を得る。クランク軸端に設けられたロー

タリーエンコーダからの信号をＡＤ変換ボードに取り込

み、パソコンで処理する事により、ディスプレ上に吸気

弁の揚程曲線の表示が出来る。

【０００８】この揚程曲線から、あらかじめ、その最大

値２２と最小値２３の中間の値が吸気弁が全閉状態から

全開状態あるいは全開状態から全閉状態へ至る状態との

交点を中間点Ａ，中間点Ｂとし、開時期から中間点Ａま

でのクランク角度を補正値Ａ、中間点Ｂと閉時期までを

補正値Ｂとして求める。次に、パソコンにより中間点の

クランク角度を複数回測定して平均クランク角度を算出

する。この値に予め求めた補正値Ａ、Ｂを加減する。こ

れをディスプレ上に開閉時期として数値で表示する。

【０００９】

【発明の効果】この発明でディスプレ上に表示された揚

程曲線により、電気的な設定と実際の開閉時期との関係

が明らかになった。これにより、吸気弁、排気弁の開閉

時期と熱効率の関係が把握でき、適切な開閉時期を選べ

るようになった。

【００１０】この発明の表示を、それぞれ揚程曲線から

解析を行った結果、吸気弁、排気弁の開閉時期と良い一

致が得られた。従って、この発明の表示方法を用いるこ

とにより、瞬時に平均的な開閉時期を知ることができ、

制御器で適切な設定が素早く確実に行えるようになっ

た。

【図面の簡単な説明】

【図１】電子制御式中速中型４ストロークディーゼル機

関の吸気弁・排気弁作動状態表示装置の範囲

【図２】電子制御式中速中型４ストロークディーゼル機

関の吸気弁・排気弁作動状態表示装置と機関各部の関係

【図３】吸気弁を例にした揚程曲線

【符号の説明】

１　押棒

２　検出ピース

３　渦電流変位計
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４　ＡＤ変換ボード

５　パソコン

６　ディスプレ

７　ロータリーエンコーダ

８　クランク軸

９　制御器

１０　吸気弁用電磁弁

１１　吸気弁用油圧シリンダ

１２　弁腕

１３　吸気弁

１４　揚程曲線

１５　全閉状態

１６　全開状態

１７　中間点Ａ

１８　中間点Ｂ

１９　クランク角度

２０　補正値Ａ

２１　補正値Ｂ

２２　最大値

２３　最小値

２４　開時期

２５　閉時期

【図１】

【図２】
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